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研修主任 行動モデル

提案事項の必然性を
理解してほしい。④

提案資料には、提案事項を
理解・納得してもらうため
に、学校課題を受けての必要
性や利点、提案事項の課題を
はっきりと明示している。

自分の考えを曖昧にし
たくない。それに対して
の意見を聞きたい。③

自分が思っていること
や考えていることを言葉
で言うだけではなく、必ず
文字や図にし、ビジュアル
化して分かりやすく提案
し、周りからの意見を聞く
ようにしている。

全職員が同じように
授業改善に取り組ん
でほしい。⑦

研修の目標の達成のため
には、年齢や経験に関係な
く、気軽に相談に乗っている。
言いづらいことがあっても授
業改善のために自分の意見
をはっきりと言っている。

課題解決の力に
なりたい。力を付
けてほしい。②⑥

検討会の事前と事後には
提案者と個別に話し合い、よ
り細かい指導方法の確認をし
たり、提案者が未だ納得しき
れていないことについての
助言をしたりしている。

日常の授業でも研修
を意識した取組を行
ってほしい。⑤⑥

研修の時間だけではなく、
放課後など、ちょっとした時
間を利用して、研修の課題を
解決できるような方法や考
え方を、先生方と一緒に考え
たり、助言したりしている。

みんなでアイデアを
出し合って課題を解
決していきたい。⑤

様々なアイデアが必要な場
合は、「ちょっと皆さん、時間と
れますか」等、他の職員に進ん
で声を掛け、一緒に話合いに
参加してもらい、課題が解決
できるようにしている。

研修の成果を上げるため、言いづらいことがあっても自分の意見をはっきりと言っている。

それぞれの職員の考えを丁寧に聞き、研修の課題が解決できるように助言している。

１ 【 研修成果を上げるための提案や助言 】

２ 【 研修課題解決のための個々の職員への助言や言葉掛け 】

力をまとめるまず行動する 共に考え行動する 確かめ合う
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研修主任 行動モデル

同じ目標に向かって、
共通の話題の中で話
合いが深まるようにし
たい。④

授業研究会ではいつでも共
通の視点で話合いができるよ
うに、話し合った内容を黒板
やホワイトボードに、随時板
書しながら進めている。

職員が自分自身を振り
返り、次の行動を具体
的に決めてほしい。⑥

授業者本人の「気付き」
を大切にするために、授業
研究会に授業リフレクショ
ンを取り入れている。

学年や部会などのチ
ームとしての意見を尊
重し、生かしたい。②

学年や部会での話合い
は、時間を決めて必ず結論
まで出してもらうようにして
いる。また、話し合った内容
を必ず全体の場で報告して
もらっている。

全員が同じ立場を
経験し、皆で研修
を進めたい。⑦⑧

１年に１回以上は、全員
が全職員参観もしくは、
学年やブロック参観の代
表授業を経験できるよう
計画し、実施している。

進んで問題点に気
付き、改善の意識
をもってほしい。⑤

年間を通して、一人一課題で、
授業改善が行えるように計画し、
実施している。また、学年やブロッ
ク、部会が自主的に研修し高め合
える集団になるように、こまめに
チーフに言葉掛けをしている。

本人から自主的に
改善意識をもって
ほしい。③⑤

授業検討会に授業リフレク
ションを取り入れ、授業者本
人の「気付き」を引き出して
いる。また、進行役のプロン
プターや板書係は様々な職
員が体験できるようにして
いる。

授業研究会の在り方を工夫し、より良い成果が上がるように立案している。

自ら進んで、課題を解決していく力を付けていくために、体験を通して身に付く研修
を計画している。

３ 【 より良い成果を上げるための授業研究会の在り方の工夫 】

４ 【 体験を通して身に付く研修の計画・実施 】

力をまとめるまず行動する 共に考え行動する 確かめ合う


